
鯉魚潭風景区
鯉魚潭(リーユイタン)は山に

囲まれた神秘の湖である。現在、

湖面ではボートに乗る人、湖辺道路をサイクリングする

人、遊歩道をハイキングする人など思い思いの湖畔の一日

を過ごせる。夏になると夜は、ホタルが湖辺に舞い、幻想

的な佇まいを見せる。

馬太鞍湿地
馬太鞍(vataan)はアミ語で「豆」を表す。

ここは内陸型の湿地で、地底から湧

く泉によって形成された。芙登溪とと

もに、さまざまな生命をここに育んでい

る。園内には蓮池があり、5月から8月にかけ

て、満開となり、馥郁たる香りに包まれる。

林田山林業文化園
林田山(リンテンサン)はかつて木材の伐採場だった。

全盛期は「小上海」と称されるほど、賑わった。後

になって伐採が禁止され、林田山は沒落した。しかし

いまなお原始的森林と伐採設備が保存され、どこか懐か

しい風情が一帯に漂う。

北回帰線記念碑
花蓮瑞穂郷舞鶴(ウーハー)村の北回帰線記念碑は、半円形

の台座に細長い尖塔が屹立している。ちょっと鶴の頸にも

似て、なかなか優美である。そばには小さいながら緑と花

がいっぱいの公園があって、記念写真を撮る人も多い。

安通温泉
安通(アントン)温泉はアルカリ性の炭酸泉で、泉温は約

60-70℃。泉水は透明で無色ながら、やや硫黄臭がある。

安通渓谷沿いにあって、風景は秀麗、昔から地元の人々に

親しまれた露天の温泉である。日本時代から営業してい

る温泉旅館があり、その古びた建築が人気の的となってい

る。

六十石山
7・8月、金針花(ユリに似た黄色い花)が満開になると、一
面は黄金色に包まれる。そのなかをくねくね続く白い小
道、そして点々と散らばる農家、六十石山はまるでアルプ
スに迷い込んだかのような風景が展開する。花の季節でな
くても、ご心配なく。一面の緑と透明な碧い空がまるで別
世界のように皆様を迎えるだろう。

羅山遊憩区
羅山(ルオサン)は海岸山脈の傍らにあって、客家人が主に

居住している。当地を代表するスポットはなんといっても

羅山瀑布。遠くからでも、水量豊富なごうごうと滴る滝の

様子がうかがえる。また泥火山は、地底から湧いた泥に火

を点けると燃え続ける様子を指す。

大坡池
綿綿と連なる山並み、もくもくと綿のような雲海、大坡池

(ダープオツー)には荘厳な佇まいがある。この天性の環境

が、豊かな生態系を育んだ。環湖歩道や自転車道が整備さ

れ、絶好の行楽スポットとして知られるようになった。

関山鎮自転車道
台湾最初の町内一周自転車道である。一周すると約一時間

で関山(グワンサン)鎮を一通り回れる仕組み。沿路には田

畑が広がり、時に河川を時に線路を横断する。広々とした

田園の光景に気分爽快のサイクリング道である。

鹿野高台
鹿野(ルーイエ)高台とはその名の通り、高台にあり、その

縁からは広大な平野が一望できる。まさにパラグライダ

ーの基地としては絶好のスポットである。当地はまた台湾

茶の産地としても知られる。縦橫に交錯した茶畑と果樹園

が、緑の絨毯のように丘陵を敷き詰めている。

紅葉温泉
泉質は無色無味、泉温は60-70度。日本時代から有名な保

養地。和風木造建築の旅館がいまも営業を続けている。畳

の部屋、縁側の長い廊下など、昭和初期にタイムトリップ

した雰囲気がある。。

利吉悪地
一寸の樹木も雑草も生えないという利吉(リーチー)「悪

地」、台東では珍しい奇景として知られる。雨が降ると、

浸水せず、そのままガラスの上を滑るように表面を流れて

いく。雨水によって浸食され続けた溝が幾筋も穿たれて、

一面荒涼たる景観を呈している。

花東縦谷国家風景区の北端は木瓜溪南側、南端は台東市北辺に至る。花蓮県秀林郷・

寿豊郷・鳳林鎮・光復郷・萬栄郷・瑞穂郷・卓溪郷・玉里鎮・富里郷、さらに台東県

の池上郷・関山鎮・鹿野郷・海端郷・卑南郷・延平郷という十五の郷鎮(郡や町)にま

たがる、面積13万8368ヘクタールの広大な範囲をエリアとしている。縦に細長い谷筋

を、花蓮溪・秀姑巒溪・卑南溪という三大水系が横断し、そのために滝・温泉・峡谷・

河岸段丘・悪地といった多彩な地質・地形を生み出している。その自然景観には独特

のものがある。

澄み切った青空、一面の緑の野原、新鮮な大気、人情味ある住民たちがこの地にな

くてはならない財産である。この大地に、アミ・タロコ・プユマ・ブヌン・サキザヤ・

セデックといった原住民、そして客家人・福建人など多種多彩な民族が平和的に助け

合って生きている桃源郷である。


